











実質は6 年間というこ とになる。 新庄支所長職に
は9 年と2ヵ月あ まり在職 したことになるが， こ
の間良き部下に恵まれ， かつ地元からのバックア
ップに支えられ， 思う存分に力を出しきれた事は，
































北陸地 方の研究者を初め， 雪国一 円の方々と相協
力し合って，進めて行きたいと考えている。皆様方の












〈本 号 の 主 な ニ ュ ー ス〉
科学技術研究功績者表彰受賞 ＜2 面＞ 相模灘で海底地震観測 ＜ 4面＞
創意工夫功労者表彰受賞 ＜3 面＞ 昭和62年度科学技術週間行 事実施結果 ＜ 4面＞
昭和62年度業務計画の概要 ＜3 面＞ 4月 の地震活動 （関東・東海地 域） ＜4面＞
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新庄は日本雪氷学発祥の地で，私共雪氷学を専
門とする者には意義深いところであります。また，
新庄支所は，小人数ながら，歴代支所長のご努力
により，優秀な所員が揃っており， 加えて私共の
研究活動に対する地元の方々のご期待も極めて強
く，このような良好な研究環境を与えられたこと
に対して，責任を痛感するとともに，この研究環
境を維持し発展させるべく， 意欲を燃やしている
ところであります。
当支所では既に，地吹雪，なだれ，隔雪用地下
水，雪害構造，屋根雪，降積雪等に関する研究を
推進してきましたが，今後は雪氷測器の開発とそ
の利用についての仕事も開始したいと考えており
ます。幸いなことに，雪氷防災上かねてから要望
の強かった新しい降雪強度計の機構が， 当支所の
所員によって最近提案され，この研究計画がすで
に検討段階に入っており，また，筆者が雪害研時
代に着想した走査型積雪の深さ計の開発研究を ，
当支所で継続させていただけることにもなってお
ります。これらの測器は，実用化されれば雪氷防
災上極めて有用なものとなります。
これらの研究を， 6名の研究員が分担いたしま
すが，すぐれた成果を挙げるためには， 全所員の
能力の向上と，その充分かつ効果的な発揮が必要
であり，これらの実現を期しつつ職分を果たしたい
と考えております。
なお，新設早々の雪氷学会東北支部と密接な連
絡を取りながら，東北地方の克雪のために努力し
たいので皆様方の御指導，御鞭撻をお願いしたい。
木下主任研究官62年度科学技術研究功績者表彰受賞
―「速 度型強震群列観測による堆積層の地震応答
評価方法の確立」により―
第 2部研究部木下主任研究官は，標記の賞を受
賞した，以下にその内容を簡単に説明する。
超高層ビルの上の方の階で地震を経験した人は，
船に乗ったような，ゆったりとした波が，いつま
でも長く続く経験をしたことが多いと思う。
これは震源から伝播してきた地震が，地表に達
するまでの間の，厚さ数kmに及ぶ軟らかい堆積層
を通るとき，増幅され，地表面に達した時には，周
期が長く（周期1－10秒），継続時間の長い波に変
化するために起こる現象である。
このような現象は，10年位前
から注目されていたが，1985年
のメキシコ地震の際，メキシコ
市で10階建てのビルが倒壊した
のは，この現象によることが明
らかになり，この問題の重要性
が改めて確認された。
このような地震波の観測方法
は，地上の1点の観測だけでは
不可能で，高性能の多点群列観
測方法の開発が不可欠であった。
このため，木下主任研究官は，
信頼性の高い速度型地震計を開
発し，府中地殻活動観測施設を中心に三次元元群
列観測網を設置し，昭和58年から観測を開始した。
この結果によれば，震源から伝播してきた地震
波は，一度地表に達したあと，再び堆積層内に反
射され，堆積層の下の基盤にぶつかると，また地
表に向かって反射する。この繰り返しにより，地
震源のエネルギーは堆積層内に封じこめられ， ゆ
っくりとした継続時間の長い地震動となることが
明らかになった。
この観測調査の過程で，とくに，多摩地域から
みて西側で起こる地震，例えば，山梨県東部から
神奈川県西部に至る地域で，深さ10km前後に震源
本調査から推定される首都圏における揺れ方の地域性
(1)八王子市，（2）立川市，（3）多摩地域，（4）杉並区，（5), (6)首都圏中央部
地震は西方（点A側）の浅い地域で発生したとする．
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